











   氏名           泉 太郎    
 
   学位の種類          博 士（ 環境学 ） 
 
   学位記番号          博 甲 第  7792  号 
 
   学位授与年月日      平成 28年 3月 25日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
学位論文題目     ベトナムにおける低炭素型農村の実現可能性評価 
 
   主査             筑波大学教授   学術博士      氷鉋 揚四郎 
   副査       筑波大学教授   博士（農学）    張 振亜 
副査       筑波大学准教授  博士（工学）   ヤバール・ヘルムート 
   副査       筑波大学准教授  博士（学術）    水野谷 剛    
 
 











本論文は全 5 章で構成される。第 1章は序論で、ベトナム農村部における GHG 排出削減事業の
意義、その CDM 事業としての概要、研究の目的、手法、既存文献についてまとめている。本研究
は、農村部へ BD を導入することで「ベトナムにおける低炭素型農村は実現可能である」という仮
説を、カントー市をフィールドとして検証することである。(1)BD が CDM 事業として適正技術で
あるか、(2)技術の普及・維持管理体制を適正にかつ有効に組織できるか、(3)BD 導入インセンティ
ブとしての個別農家の便益と(4)GHG削減技術としての BDの社会的便益に焦点を当てて分析する。





第 4章はその分析である。BD設置農家 1戸当たり GHG排出削減量は 1.46t CO2/年と計測され、こ
れはカントー市全体に設置した 515この BD全体では、960t CO2に相当する。現地調査から農家 1
戸あたり GHG排出量 2.06t CO2、調理用バイオガス使用時間 2時間等の基礎的な数値が得られ、類
似の事業計画・実績数値との比較からこれら数値の妥当性が検証され、2015年6月19日に国連CDM
理事会において第 1回目の炭素クレジット（CER）446t CO2が発行された。また、調理用燃料代の
節約が農家 1戸あたり 95US$/年、減価償却期間を 7年間として BDの現在価値（NPV）は 214US$で












置当たり最大で 2.95t CO2の GHG排出削減を見込めること等を示した。第 4章は考察である。BD
設置による GHG排出量削減量推定式、モニタリング方式等を確定し、CDM理事会から CER発効
が認められ、BDは CER獲得のための測定・報告・検証（MRV）可能な技術であることが証明され















ると GHG 排出削減が行われ、CDM 理事会からこれについて CER の発行が得られることを実証
し、その私的経済性、社会的経済性を評価し、BDが農村部での GHG排出削減手段として有効で
あることを明らかにした。さらに、KF を中心とする普及・管理・モニタリングシステムによる
BDの導入は、CER獲得可能な持続的な低炭素型農村の建設に有効であることを明らかにしたとい
う点で、時宜を得たオリジナルな研究として大変高く評価できる。課題設定、背景の分析、文献レ
ビュー等は適切になされている。GHG排出削減量は、国連 CDM理事会による 2011年発効の「小
規模 CDM事業のモニタリング・評価指針」等に基づいて適正に計算され、その他のデータ処理や
パラメータ設定も適切である。CDM事業として登録するための分析と CDM事業が、関連する地
域経済等に及ぼす影響の分析とは必ずしも一致しないことは広く知られているが、本研究は事例に
基づいてこれを明らかにした点は評価できる。 
平成28年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
